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10
月
26
日
（
月
）
か
ら
11
月
８
日
（
日
）
の

間
、
中
部
方
面
隊
隷
下
の
各
師
・
旅
団
及
び
中

部
方
面
航
空
隊
は
、
愛
知
県
、
大
阪
府
、
岡
山

県
、
鳥
取
県
、
島
根
県
、
徳
島
県
に
お
い
て
計

第
14
旅
団
（
旅
団
長

遠
藤

陸
将
補
）
は
、
香
川
県
三
豊
市

及
び
東
か
が
わ
市
で
発
生
し
た

鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に
対
す
る

香
川
県
知
事
か
ら
の
災
害
派
遣

要
請
を
受
け
、

11

月
５
日

（
木
）
か
ら
24
日
（
火
）
ま
で

の
間
に
お
い
て
、
計
３
回
の
災

害
派
遣
を
実
施
し
た
。

第
14
旅
団
は
、
本
災
害
派
遣

に
お
い
て
、
24
時
間
体
制
で
の

活
動
を
実
施
し
、
香
川
県
よ
り

要
請
さ
れ
た
任
務
を
速
や
か
に

達
成
し
、
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

拡
大
防
止
に
大
き
く
寄
与
し
た
。

災害
派遣

各自治体との防災訓練国民保護共同実動訓練

10
月
29
日
（
木
）
、
富
山
県
に
お
い
て
実
施

さ
れ
た
国
民
保
護
共
同
訓
練
に
第
10
師
団
（
師

団
長

鈴
木
陸
将
）
隷
下
の
第
14
普
通
科
連
隊
、

第
10
特
殊
武
器
防
護
隊
及
び
第
４
施
設
団
（
団

長

坂
元
陸
将
補
）
隷
下
の
第
３
８
２
施
設
中

隊
が
参
加
し
た
。
住
民
避
難
保
護
等
の
訓
練
を

自
治
体
、
警
察
等
と
共
同
で
行
い
、
相
互
の
連

新型コロナウイルス対処に資する教育支援

携
要
領
等
に
つ
い
て

確
認
し
、
実
効
性
の

向
上
を
図
る
こ
と
が

で
き
た
。

国
民
保
護
訓
練
は
、

今
回
実
施
さ
れ
た
富

山
県
で
の
訓
練
を
皮

切
り
に
、
令
和
３
年

２
月
頃
ま
で
中
部
方

面
隊
管
区
内
の
各
自

治
体
と
実
施
す
る
予

定
。

タイベックスーツを着用する隊員

住民避難保護を行う隊員

第

13

旅

団

（
旅
団
長

兒
玉

陸
将
補
）
は
10

月
23
日
（
金
）

に
広
島
県
、
11

月
５
日
（
木
）
に

山
口
県
に
お
い
て

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
に
対

す
る
市
中
感
染
対

応
に
係
る
教
育
支

援
を
実
施
し
た
。

広
島
県
に
お
い

て
は
第
13
旅
団

司
令
部
医
務
官
に

よ
り
、
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
に
関

す
る
基
本
的
な
事

項
及
び
第
13
後

方
支
援
隊
に
よ
る

医
療
用
ガ
ウ
ン
着

脱
要
領
に
つ
い
て

教
育
し
た
。
ま
た
、

山
口
県
に
お
い
て

は
、
第
17
普
通

科
連
隊
に
よ
り
、

同
じ
く
基
本
的
な

事
項
及
び
タ
イ

ベ
ッ
ク
ス
ー
ツ
の

着
脱
要
領
を
教
育

し
た
。

こ
れ
ら
の
教
育

を
通
じ
、
民
生
の

安
定
に
寄
与
す
る

と
と
も
に
、
地
元

の
信
頼
感
を
醸
成

す
る
こ
と
が
で
き

た
。

タイベックスーツ着脱要領の教育（山口） 医療用ガウン着脱要領の教育（広島）

鳥取県での防災訓練の様子

８
回
の
防
災

訓
練
を
実
施

し
た
。

防
災
訓
練

で
は
、
各
自

治
体
と
連
携

し
た
除
染
、

負
傷
者
の
救

護
等
を
通
じ

て
、
各
自
治

体
と
の
連
携

要
領
を
確
認

し
、
住
民
の

安
心
感
向
上

に
寄
与
し
た
。

期間：令和２年 11月５日～９日、15日～16日、20日～24日

鳥インフルエンザ発生に係る災害派遣
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11
月
２
日
（
月
）
か
ら
４
日
（
水
）
の
間
、
第
10
師

団
（
師
団
長

鈴
木
陸
将
）
及
び
第
14
旅
団
（
旅
団
長

遠
藤
陸
将
補
）
は
87
式
偵
察
警
戒
車
及
び
16
式
機
動
戦

闘
車
に
よ
る
実
弾
射
撃
訓
練
を
行
っ
た
。

共
に
日
頃
の
訓
練
成
果
を
遺
憾
な
く
発
揮
し
、
両

師
・
旅
団
共
に
所
望
の
射
撃
練
度
の
向
上
を
図
る
こ
と

が
で
き
た
。

方
面
隊
統
制
演
習
場
秋
季
整
備

中
部
方
面
隊
（
総
監

野
澤
陸
将
）
は
、
11
月
６
日
（
金
）
か
ら

14
日
（
土
）
ま
で
の
間
、
第
３
師
団
長
及
び
第
13
旅
団
長
を
担
任
官

と
し
、
あ
い
ば
野
演
習
場
及
び
日
本
原
演
習
場
に
お
い
て
「
令
和
２

年
度
方
面
隊
統
制
演
習
場
秋
季
整
備
」
を
実
施
し
た
。

今
回
の
演
習
場
整
備
で
は
、
使
用
者
の
訓
練
ニ
ー
ズ
に
基
づ
く
実

際
的
な
環
境
の
構
築
を
目
的
と
し
、
約
２
，
５
０
０
名
が
参
加
し
た
。

ま
た
、
隊
務
の
総
合
一
体
化
と
し
て
副
科
目
を
設
定
・
実
施
し
て
隊

員
間
の
交
流
、
知
識
・
技
能
の
向
上
を
図
っ
た
。

総
監
は
、
演
習
場
整
備
の
状
況
を
現
地
視
察
し
、
使
用
者
視
点
に

基
づ
き
整
備
が
実
行
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
確
認
し
た
。

実
弾
射
撃
訓
練

日
米
共
同
統
合
演
習

第
一
線
救
護
衛
生
員
練
度
維
持
集
合
訓
練

中
部
方
面
隊

（
総
監

野
澤

陸
将
）
は
、
10

月
下
旬
か
ら
11

月
上
旬
に
か
け

て
実
施
さ
れ
た

日
米
共
同
統
合

演
習
に
参
加
し

た
。
本
演
習
を

通
じ
て
米
軍
と

の
共
同
要
領
を

実
地
で
確
認
・

演
練
し
、
日
米

間
の
連
携
向
上

の
資
を
得
た
。

10
月
26
日
（
月
）
か
ら
30
日
（
金
）
の
間
、
中
部
方

面
衛
生
隊
長
（
隊
長

岡
部
１
佐
）
を
担
任
官
と
し
、

第
一
線
救
護
衛
生
員
練
度
維
持
集
合
訓
練
が
実
施
さ
れ

た
。
訓
練
に
は
師
・
旅
団
及
び
方
面
直
轄
部
隊
か
ら
計

10
名
が
参
加
し
、
緊
急
救
命
行
為
に
資
す
る
訓
練
及
び

練
度
判
定
を
通
じ
て
、
第
一
線
救
護
に
必
要
な
練
度
の

維
持
向
上
を
図
っ
た
。

米軍との調整状況

緊急救命行為を行う隊員

中部方面総監による視察

87式偵察警戒車による射撃

16式機動戦闘車による射撃

警戒しながら射座へ
前進する16式機動戦闘車

中部方面総監現地視察
（あいば野）

隊務の総合一体化（心肺蘇生法訓練）
（日本原）

東弾着地の除草
（日本原）

上古賀南橋道災害復旧整備
（あいば野）
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イベント情報

実施
予定日

行事名 場所 問い合わせ先

1/13
女性限定 手

作りマスク作成
体験会

奈良地方
協力本部

奈良地方
協力本部
0742-23-7001

1/16
三次ＣＣプラ

ザ自衛隊防災展
三次ＣＣ
プラザ

広島地方
協力本部

082-221-2959

2/28
第19回師団
音楽祭り

（第10音楽隊）

瀬戸文化
センター

第10師団
広報

052-791-2191

2/28

令和２年度
旅団定期演奏会
（第14音楽隊）
（四国４県限定）

香川県県民
ホールレク
ザムホール

第14旅団
広報

0877-62-2311

募
集
広
報
の
日

公式
ホームページ

中方
YouTubeチャンネル

中
部
方
面
総
監

部
隊
視
察

令
和
２
年
10
月
24
日
（
土
）
及
び
31
日
（
土
）
の
２
日
間
に
お
い
て
、
第
10
師
団
（
師

団
長

鈴
木
陸
将
）
は
守
山
駐
屯
地
、
春
日
井
駐
屯
地
、
豊
川
駐
屯
地
及
び
久
居
駐
屯
地

に
お
い
て
募
集
広
報
の
日
を
実
施
し
、
職
種
紹
介
、
体
験
試
乗
、
隊
員
と
の
懇
談
等
を

中
部
方
面
総
監

（
野
澤
陸
将
）
は
、

11
月
11
日
（
水
）

に
三
軒
屋
駐
屯
地

を
、
12
日
（
木
）

に
日
本
原
駐
屯
地

の

部

隊

視

察

を

行
っ
た
。

各
駐
屯
地
等
で

の
懇
談
や
巡
視
等

を
通
じ
て
隊
員
の

現
況
を
確
認
し
、

統
率
方
針
及
び
要

望
事
項
を
周
知
し

た
。

部隊長との懇談（三軒屋駐屯地）

施設巡視（日本原駐屯地）

行
っ
た
。

参
加
者
は
、
募

集
対
象
者
、
保
護

者
、
学
校
教
諭
等

で
、
約
１
８
０
名

に
及
ん
だ
。

ま
た
、
愛
知
県
、

同
県
内
市
町
村
の

募
集
業
務
担
当
者

の
参
加
は
、
じ
後

の
業
務
協
力
に
多

大
な
資
を
与
え
る

機
会
と
な
っ
た
。

隊員との懇談

自治体担当者への概要説明

中部方面隊では中方YouTubeチャンネルにおいて動
画を配信中です。「ダーツの旅」シリーズや「戦闘糧
食を食べてみた」や「あなたが鬼のかくれんぼ」を

ダーツの旅（第１弾～第２弾）

公開中です。
まだご覧になって

いない方は、是非ご
覧下さい❕

今後も様々な動画
配信にチャレンジし
ていきます！

戦闘糧食 食べてみた あなたが鬼のかくれんぼ

各行事は、日程等の変更や観客数に制限が設
けられる場合があります。事前にご確認くださ
い。



青
野
原
駐
屯
地
業
務
隊
は
、
兵
庫
県
の

中
央
に
位
置
す
る
播
磨
地
方
（
姫
路
市
周

辺
除
く
。
）
を
中
心
に
丹
波
地
方
も
担
当

地
域
と
し
て
、
関
係
部
外
団
体
等
と
連
携

し
た
家
族
支
援
施
策
に
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。平

成
３
０
年
度
に
は
、
三
田
地
区
自
衛

隊
家
族
会
主
催
の
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
大
会
に

家
族
支
援
希
望
隊
員
、
業
務
隊
厚
生
科
担

当
及
び
自
衛
隊
兵
庫
地
方
協
力
本
部
長
ほ

か
各
課
長
等
が
参
加
し
、
家
族
会
会
員
と

和
や
か
な
雰
囲
気
の
中
、
施
策
に
つ
い
て

の
認
識
を
共
有
、
情
報
交
換
等
を
通
じ
て

連
携
強
化
を
図
り
ま
し
た
。

ま
た
、
令
和
元
年
度
で
は
南
海
レ
ス

キ
ュ
ー
に
併
せ
て
実
動
に
よ
り
安
否
確
認

訓
練
を
行
な
い
、
大
規
模
災
害
時
に
お
け

る
安
否
確
認
要
領
に
つ
い
て
家
族
会
と
検

証
し
、
実
効
性
向
上
を
図
り
ま
し
た
。

今
年
度
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
拡
大
の
影
響
を
踏
ま
え
、
厚
生
科
隊

員
が
マ
ス
ク
を
作
成
し
ま
し
た
。
そ
の
マ

ス
ク
と
と
も
に
飛
鳥
及
び
隊
長
か
ら
の
手

紙
を
直
接
お
会
い
出
来
な
い
家
族
会
会
長

等
に
郵
送
し
た
結
果
、
好
評
を
い
た
だ
き
、

制
約
の
あ
る
中
に
お
い
て
も
更
な
る
信
頼

関
係
を
醸
成
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

今
後
は
、
隊
員
に
対
す
る
施
策
の
理
解

を
深
化
さ
せ
る
と
と
と
も
に
、
関
係
部
外

団
体
と
の
更
な
る
施
策
の
推
進
に
努
め
て

い
く
所
存
で
す
。

ふ ぁ み さ ぽ 通 信 （連載：第４８回）

青
野
原
駐
屯
地
業
務
隊

令
和
元
年
８
月
、
第
２
科
長
に
上
番
し

て
早
１
年
が
経
過
し
ま
し
た
。
「
明
日
の

天
気
ど
う
な
の
？
」
と
指
揮
官
に
問
わ
れ

た
ら
負
け
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。
「
求
め

ら
れ
る
前
に
提
供
せ
よ
」
を
要
望
事
項
と

し
、
情
報
所
掌
部
署
と
し
て
、
常
に
先
行

的
な
情
報
業
務
を
実
施
す
る
よ
う
に
心
が

け
て
い
ま
す
。
情
報
と
は
何
な
の
か
？
例

え
ば
、
明
日
登
山
を
す
る
、
釣
り
に
出
か

け
る
、
ゴ
ル
フ
に
行
く
、
遊
園
地
に
行
く
。

そ
ん
な
時
、
明
日
の
天
気
、
場
所
、
交
通

手
段
・
・
そ
れ
ら
に
何
の
リ
サ
ー
チ
も
せ

ず
に
出
か
け
る
人
が
い
る
で
し
ょ
う
か
？

い
ま
せ
ん
。
天
気
一
つ
で
予
定
が
中
止
に

な
る
こ
と
も
あ
る
で
し
ょ
う
。
我
々
は
日

常
的
に
、
あ
ら
ゆ
る
場
面
で
自
分
に
必
要

な
情
報
を
収
集
し
、
そ
れ
を
基
に
決
心
し
、

行
動
し
て
い
ま
す
。
「
明
日
は
晴
れ
で

す
。
」
は
、
た
だ
の
天
気
予
報
で
す
。
こ

の
ご
時
世
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
が
あ
れ
ば
い

つ
・
誰
で
も
手
に
入
る
情
報
で
す
。
「
明

日
は
晴
れ
ま
す
。
だ
か
ら
・
・
・
」
こ
の

先
が
大
事
で
す
。
晴
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

部
隊
に
与
え
る
影
響
は
良
い
こ
と
ば
か
り

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
熱
中
症
が
発
生
す
る

か
も
し
れ
な
い
、
あ
る
い
は
林
野
火
災
が

発
生
す
る
か
も
し
れ
な
い
・
・
そ
の
「
か

も
し
れ
な
い
」
を
い
く
つ
列
挙
し
、
指
揮

官
に
報
告
す
る
こ
と
出
来
る
か
？
ま
だ
ま

だ
考
察
は
足
ら
ず
、
勉
強
の
毎
日
で
す
。

第３特科隊
（姫路駐屯地）

３等陸佐
溝尾 武志

福
知
山
駐
屯
地
は
京
都
府
北

西
部
に
位
置
し
、
明
智
光
秀
が

築
い
た
福
知
山
城
を
有
す
る
自

然
豊
か
な
地
域
で
す
。
丹
波
の

山
の
幸
と
丹
後
の
海
の
幸
の

「
う
ま
い
も
ん
」
が
集
結
し
て

い
ま
す
が
、
福
知
山
市
は
“
肉

の
ま
ち
福
知
山
”
と
し
て
情
報

発
信
を
し
て
い
ま
す
。

そ
の
“
肉
の
ま
ち
福
知
山
”

に
ち
な
ん
で
、
牛
肉
を
使
用
し

た
料
理
を
駐
屯
地
の
名
物
献
立

に
、
と
思
い
「
福
知
山
丼
」
を

考
案
し
ま
し
た
。

田
舎
味
噌
で
味
付
け
を
し
た

「
味
噌
す
き
焼
き
」
を
ご
飯
の

上
に
の
せ
、
さ
ら
に
温
泉
卵
を

ト
ッ
ピ
ン
グ
し
た
栄
養
価
の
高

い
ボ
リ
ュ
ー
ム
の
あ
る
丼
料
理

で
す
。

提
供
は
ま
だ
１
回
で
す
が
、

献
立
の
魅
力
化
、
給
食
の
満
足

度
向
上
及
び
士
気
高
揚
に
繋
が

る
よ
う
、
更
に
創
意
工
夫
を
し

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

そ
の
他
に
も
福
知
山
カ
ラ
ー

豊
か
な
給
食
を
提
供
し
て
い
ま

す
。
ぜ
ひ
一
度
福
知
山
駐
屯
地

隊
員
食
堂
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

（４）

「
求
め
ら
れ
る
よ
り

前
に
提
供
せ
よ
」

「
福
知
山
駐
屯
地
」

私
は
中
部
方
面
音
楽
隊
で
ホ
ル
ン
奏
者
と
し
て
勤
務
し

て
い
ま
す
。
音
楽
隊
は
、
隊
員
の
士
気
高
揚
の
た
め
の
演

奏
を
は
じ
め
、
自
衛
隊
の
儀
式
・
行
事
で
の
演
奏
、
被
災

地
で
の
慰
問
演
奏
や
、
難
易
度
の
高
い
楽
曲
に
挑
戦
す
る

定
期
演
奏
会
、
家
族
で
楽
し
め
る
フ
ァ
ミ
リ
ー
コ
ン
サ
ー

ト
を
毎
年
開
催
す
る
な
ど
、
自
衛
隊
の
活
動
を
幅
広
く
広

報
す
る
た
め
年
間
約
１
０
０
回
に
及
ぶ
演
奏
活
動
を
行
っ

て
い
ま
す
。

音
楽
隊
員
は
、
担
当
楽
器
の
演
奏
以
外
に
も
そ
れ
ぞ
れ

係
業
務
を
担
当
し
て
い
ま
す
。
私
は
、
演
奏
会
の
企
画
構

成
や
舞
台
ス
タ
ッ
フ
と
の
調
整
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
や
チ
ラ
シ
、

シ
ナ
リ
オ
作
成
な
ど
演
奏
会
全
般
に
関
わ
る
業
務
を
行
う

企
画
係
と
、
演
奏
会
の
司
会
に
関
す
る
業
務
を
行
う
司
会

係
を
担
当
し
て
い
ま
す
。

音
楽
隊
の
使
命
は
、
国
民
の
皆
様
に
自
衛
隊
と
い
う
組

織
に
親
近
感
を
感
じ
て
頂
き
、
自
衛
隊
の
活
動
へ
の
理
解

を
深
め
、
そ
し
て
信
頼
感
、
安
心
感
の
醸
成
に
繋
げ
て
い

く
事
で
す
。
そ
の
た
め
に
は
演
奏
を
聴
い
て
下
さ
る
方
達

を
楽
し
ま
せ
る
だ
け
で
な
く
、
傷
つ
い
て
い
る
人
を
励
ま

し
、
勇
気
や
元
気
を
届
け
、
更
に
は
深
い
感
動
を
与
え
る

事
が
大
切
だ
と
思
い
ま
す
。
今
の
音
楽
隊
長
の
要
望
事
項

は
、
「
最
後
の
一
兵
卒
と
な
っ
て
も
人
を
感
動
さ
せ
る
こ

と
が
で
き
る
隊
員
に
な
れ
」
と
い
う
も
の
で
す
。
熱
い
想

い
を
込
め
て
演
奏
す
る
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
、
選
曲
や
企
画

演
出
の
内
容
、
司
会
の
言
葉
ひ
と
つ
で
人
の
心
を
動
か
す

こ
と
の
で
き
る
素
晴
ら
し
さ
を
学
び
な
が
ら
、
や
り
が
い

を
感
じ
て
勤
務
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
、
楽
器
の
技
術
を
錬
磨
し
、
今
ま
で
沢
山

の
先
輩
方
に
教
わ
っ
て
き
た
事
を
後
輩
に
伝
え
育
成
し
、

自
分
も
成
長
で
き
る
よ
う
努
力
を
重
ね
、
大
好
き
な
音
楽

を
通
じ
て
国
民
の
皆
様
に
感
動
を
届
け
る
こ
と
を
使
命
と

し
て
活
動
で
き
る
こ
と
に
感
謝
し
な
が
ら
精
進
し
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

２０２０年１２月１４日発刊号 中部方面隊広報紙

中
部
方
面
音
楽
隊
（
伊
丹
駐
屯
地
）

２
曹

上
地

る
い
こ

「
人
に
感
動
を
届
け
る

音
楽
隊
員
を
目
指
し
て
」

業務隊長からの
手紙とマスク

家族会主催ＢＢＱ大会
（平成３０年）


